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平成１７年３月期 第３四半期業績の概況（連結） 
平成１７年２月１８日 

会 社 名 大東港運株式会社               （JASDAQ・コード番号：９３６７） 

（URL http://www.daito-koun.co.jp/） 

問合わせ先  代表者役職・氏名  代表取締役社長  曽 根 好 貞   TEL:（03） 5476 - 9701 
      責任者役職・氏名  取締役管理部長  中 丸 英 実 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 
 ① 会計処理における簡便な方法の採用の有無       ：  有 
    法人税等の計上基準に簡便的な方法を採用しております。 
 ② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無  ：  無 
 ③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：  無 
 ④ 当四半期については、監査法人による監査を受けておりません。 

２．平成 17 年 3 月期第３四半期業績の概況（平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 12 月 31 日） 

 (１)経営成績（連結）の進捗状況 
（単位未満切捨表示） 

 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純  利  益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
17 年 3 月期第 3 四半期 10,489 (3.7) 569 (-) 484 (-) 559 (-) 
16 年 3 月期第 3 四半期 10,110 (1.2) - (-) - (-) - (-) 
(参考)16 年 3 月期 13,247  483  365  214  

 
 
 

１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

  

 円 銭 円 銭     
17 年 3 月期第 3 四半期 58 80 - -     
16 年 3 月期第 3 四半期 - - - -     
(参考)16 年 3 月期 22 38 - -     

（注）1. 売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   2. 四半期における営業利益・経常利益・四半期純利益につきましては、当連結会計年度より開 
    示を行っているため、前連結会計年度の数値の記載を省略しております。 
 
 （参考）経営成績（個別）の進捗状況 
 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期） 
純  利  益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
17 年 3 月期第 3 四半期 9,956 (3.3) 523 (-) 463 (-) 484 (-) 
16 年 3 月期第 3 四半期 9,626 (1.8) - (-) - (-) - (-) 
(参考)16 年 3 月期 12,594  425  330  203  
 

 
 

１株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

  

 円 銭 円 銭     
17 年 3 月期第 3 四半期 51 61 - -     
16 年 3 月期第 3 四半期 - - - -     
(参考)16 年 3 月期 21 67 - -     

（注）1. 売上高におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
   2. 四半期における営業利益・経常利益・四半期純利益につきましては、当期より開示を行って 
    いるため、前期の数値の記載を省略しております。 
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 ［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 
 
 当第３四半期におけるわが国経済は、国内民間需要の増加や世界経済の景気回復・拡大に伴い 
景気は堅調に推移いたしました。また企業収益の改善・設備投資の増加が進む中で、雇用情勢も 
改善されつつあります。 
 当企業集団が主力とする生鮮・冷凍食品の輸入環境におきましては、牛肉・鶏肉の主要原産国か
らの輸入が停止した影響により、総じて厳しい状況で推移いたしました。その中において、畜産物
については、牛肉は豪州産等の増加、豚肉は牛肉の代替需要による増加、鶏肉は加熱加工品の輸入
再開やブラジル産の増加等により輸入量は徐々に回復してまいりました。また、水産物・農産品に
ついては、それぞれ堅調に推移いたしました。 
 このような状況下において、当企業集団は営業活動に積極的に取り組んだ結果、牛肉・鶏肉原料 
（生肉）は減少いたしましたが、豚肉・鶏肉加工品・水産物・農産品でカバーし、前年同期並みの 
取扱量を確保することができました。 
 その結果、当第３四半期の連結売上高は前年同期間に比較し３億７９百万円増（３．７％増）の 
１０４億８９百万円となりました。 
 利益面においては、連結経常利益は４億８４百万円となり、固定資産売却益を３億３１百万円計
上した結果、連結四半期純利益は５億５９百万円になりました。 
 
３．平成 17 年 3 月期の連結業績予想（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 

 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 
通     期 13,675 530 566 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 59 円  54 銭 
 
 [業績予想に関する定性的情報等] 
 
 通期の業績予想の修正については、本日付当社「平成１７年３月期通期（連結・単独）の業績予
想の修正に関するお知らせ」において行っております。 
 
 （修正理由） 
 通期の見通しといたしましては、米国産牛肉の輸入再開が不透明なため、取扱量が大幅に減少す
るものと予想いたしましたが、米国産牛肉の代替需要として豚肉、豪州産牛肉の取扱量が増加いた
しました。また、鶏肉加工品・水産物・農産品の取扱量も増加傾向にあり、総じて取扱量は順調に
推移することが見込まれます。 
 以上の理由により、上表のとおり業績予想を修正いたします。 
 
 （参考）平成 17 年 3 月期の個別業績予想（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） 

 
 売上高 経常利益 当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 
通     期 12,960 500 450 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   47 円 93 銭 
 
  ※ 上記の予想は本資料の発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づくものであり、 
   実際の業績は異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


